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1よし がき

釈役わが用に約Tる西k蔀角哄祈匂浮l生は4豹謹せられてみる現況1：：拐るm‘特に

叫 h地理的産菜的茫地が元瑶袋訳の迎少 l逗めて砲君な地位ぎ占めてゐ

苓：：�I巧珪：g要し如）． 呼k面澳業·1)ヰ定仮餌を1さかるに1砕特に水た沼殖

竺J>(印行紐ご澤芍な苓小的淫素で‘釘るごとぱ甲すまでもなり手実て？滋． か

ヽる意味において当喝l碑談以来主として本、市柴の強行蛙進を1ね‘ってネたtJ)t'‘ぁ

るか‘更にご4Lが合埋化釦ばかりその効凩叩祁を左朗するたのにI誌だ知肛l心吾と

る蛉多困遜な線蓬が山痰Lているのガではく社合経湛哨邸J)没弼1頷寝物1)志食

利用旦翌酌加工が路辱餃在7]l]へてゐふ

か＼初帳埓に対応しぽ瘍lお知2＃ゴ臼E”/)大印這こ近丙ば函充足して

1人未こヽ1立和—年目を紅直しそI)漿紙帽環在取ほとめ報告す石万こになっだの

て‘柄ふ

イ叱認封直復てあ 1) 設備人容吃低涛，1)関係もり）託だ意の油ないものがあ石が今彼

哭I知足な言い）本辰呼k翫貸業(/)復合急祀に寄年Lたい｝ぇぃる

詞免叫甘進に当I)本泰業か在せ．が郎呆各柑酎り音せらオ（た祖取力と知れ示に対し

呼く紺急＆衷すると共に足唖ない街如1紐名正を乞う次第で柄な



囲（イサザ〕の廻菊 1 二喫する餅究— ,•= - - - :.-: - -- - -

了豆グ百 小林茂雅
枝師 山 中勇誼〖

1 巨 的

軌イサケ） Iさモ宦湖の待産塩亡あリ且魚業上1二序Xこセ翌要魚蓬の 一 ）てある．即ぢ窃計いら胡面院冠
漁再切謬惹）によ叩謹珈0ヶ年、記和15年度＾・類24年度）平均漁佳志は4-8、192芦ど本湖産魚穎
中コアユ、 フナ1二双いて笥ぼに之あるが昭租各年度ては141、20裸詑膠lザ吾一位さ占めてゐ召然る
土冗毎吾l：：笈勁戸リ歪―ぷつて壷凶の差か‘歴のて華しい。（第一安芽照）恢て本産弄；の安定を計ろた

のに応IJi却珪叫にしてごり）屈因匹月1二するこLが椋本向扇にあろと考へら札るのて完迄k幸点は主とし

六-l)産靡＂士叩二沢岳、忘こ）いて研究を追祁‘ て。 本研究迩行に当つては尾上足業沢同組台水産揆会
疇手謬いな舟屈匹1二甫斥苓江団麟合の価祁切に対し穿布の翌主表す～吐てある

奈ー表｛j臣近10元年間1こおける食矮涙疇）
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-三竺、丁万― 言丁 ―言方戸
乙 研究下：モ噸吋ロロ祖百］

さt)本費1さ洪葦怨合醗全1ごよるま全てあ苓。

（イ）『碑を＇京去,:: }.パ：嘩燕し｀酉蒋·!';豆的召）忙り混和i:-)1.‘て研究ご＇石ン己
＇口）衣平席ぽ忌逗ーして写上茫完て遅定し主"-'て ＇祖1い＜苓に限定して研究調至己進りで
凶囮和24年ご月寸，う仝ざ年一 月送の朝mに実罷しだ

了 匝究慈］室 茫早
a.. 桓 、芭 涙

本宦の存輿庄は平宗湖中の芹底CK忠0ポヘヽる国） 7泥質の所lご許窃すろことて
、
そこか主友浬荒と京

リ紗を対照こ冦認芸記営ま札る， 更1=。Jl匝に 、 室夜）にd::,�J::下磨謬靭を行ふ羹モ特要の習往
どあっ r呈ヒ茫天兎加二おけろ凋亙＼オニ莞）：：：よつてモ計＇ C｀ あ否．即ち日中 滓蓉、吃向夜明
及て俎朝の五田l：：亘）芍濯註栄宏I；よっ這克だ痣要席、i芦につ丸て涙覆が少く定）翌朝夜胡1プ
と共に江沖渚7JOし，干前7時て1芍記二津をlご保してゐ否．、ゾ刃屁要1な薄塚と共l二胡胆から證れ、て灼涼し
巧頭月る＜涼ると共に国釣芸郡l＝跨mする三めkー寺ヘシオしる、

沖 ＝ 表

一明罪による励活覆雷グ；笈化-- - - （硲和24年10月21時上郷・
-i -



坪 ｀土竺□言
四1) 日没4.5;• 8出5忠3 当81.:t膀荷

(2) 侭即）i�Iむ全然灯人を使用し和‘った
(3) 上衷：g復尾校let: ー [I){j)操頒に認全漁狸量てある

U1こよって0月!Felごよろ上下届弱動は明てあろがこの否性は什嗽行Iまれるかに）いて1な京万開て存LI'

せ食 J庄

¢-•'00 

53/々

託在の本塀濁奎l―ーよ 九Ii鵞限魚の王飼科は菩手がら頁杢に亘）てはイサザ（共喰すろ＼つラ，，タトノ

如、 ガ
‘
ムマ）Vス（トピムシ）工t等て万')B、季から冬宝1:かIiこ1切汀‘—V.J↓ア ＾ み：フぢ豆苅き忌

は動物性のフ°ランクトンのみてある。然し今直iの項奎t 5月へIU月）Clよる、月了ぷぶ：尽恙芍日とゥ•｀ムマ

ルスさ碩�リ ー邪麟魚芝芽してゐたか術稚固なり物任フ° ラノクト ‘/vパ江ざ下 r
紐漁憬において1切ガ‘ムマルス スチエピが主幸京茫殺生切て万否，

r. 産莉習牲；

U)産印期

動の産印期I不従末（191,年樗報謹）4月n＼うう月とーれて1�弓が本謂苔lごよそ＇と研克舌キがあ＼、；れ：：：宕i

探..t陀和？悔には産卵初期ヱ匠へ得京かつたのてお�7)吐平：月258には狩と百言fnモ翌毎亡・研芹でl'i>'

見出し癖尿7J＼つた。その後囮刃25ヰ3月？？9に初のて産筍flご全見し方卓がシ産げ割IT十月，］、E月1こ．

かけててあると芸へられ苓．埋r鵞にあItろ8中水曲1U時へ41町114月下il) 11•C. 5月⑲1e·~l? rでア

った。
(D)雌雅の比エ

諏？4年5月、1＼らを2S年頂這）て居コ所在零した資祐：ついて沢印印訳屯畜し芍謹合

三布に禾す涵リて布ろが雌1れ雅lこH項クして逢l二吾し

牛＝奔

ヽ

助成毎 の 雌雄比

虹 I b月 I 7月 l 3円o/ fl／（渭□ ／2月1月
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v\)産印怠
魚｝は平牽深底1二得厄することI�上迷した1)咲野隕月1=1�湖岸の浅所に浮靭する。産卵床ぱ湖岸の蹂ば体巻

丈）のあろ泄希ぜ加ぽ〖ては殆ど水際迄およん亡おリifJ1胡裟の哀面に産み首lナぅれる。

今年震の悶室lごよ）て判明した垣卯9虹東浅升郡朝日訂尾上から召竜尾固に至弓咽岸と、伊香郭丈南n

ら犬商芍程て忘＄祁海準1二圭ろ湘声t
‘
お否が泄形的に貝て以外にt万芝産印雫かおるt,1)と芳へうれ苓

-2-
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t=:)産卵蓄旭

苗況ざ1ま百の真面に用さ宝み答け否加伽埠B平京円形叉Iざ宿呻の卵施ご本しその大きさば不同て
，•
文ぎ

いモ'l)|太32蓑X33茂l＼さいモのて‘.10"'= X 20粍な万つ芍fl姦毛41粒から999泣を畜＼平灼300粒てあっ芝 ．

産印混ぢ岡浬甜誓1丁られてゐる石の下1：：はljl.す親剣脱あ‘ リそれ';,は何れモ定ておろが付だ保涅す否とm
時に各衰f)運印Iにぶつて水の交流芝計リ酸索梢給の役目芝果すものと考へられる。

（ホ）互 in 数

至郎激l：っして1-a::既在の固査並l二今国の詞窒1二よ ‘)て1尼の親角は唸1、引00澁～�300池と考へられるっ

('._)卵和発生

屈いの｝暉内1- Ji I為熟印及び
、
広；芭後ては麻状をしてゐ印1水中Iご差卵さ;lt�と時伺の経涸と共に印餞が

佃兵i.lて短心匹炉苫忍完全に伸兵す否にlcJ:.約3時叩ぃg.こ'i)t,1'却訳1ま呉杢45粍～1 、6涎短至

L‘.5柁～0芦て
・
予う 木置6.5も～19cては152時同16c~23訊

｀
ほ115時び蒋化すろ。（発生摺礼の

詳袖1こm ヽて芍＇滋報告す否）

J反委度元に取魚と棺魚の秀筒ie:1冶冥·

（イ）））v再�度

疇呻5月 n‘ う翌25年了月に亘る国尾上原滉で；魚店斤秦さオし古頁廿,:)いて冗忌注！二荏負の所兵食で式目

宣しE名里ば宗四宅の追リでを渇，
嘩 四 宅

鱈疇誓鱈疇度

r L_ 1 }上三□皇註1 不寺l二おけ砺W紅1お前年（斥和祁写繹印罷｝討1しL芦干つて籾社魚と111手(8詞？4巧も舘化し
たも'J)て ・ア心

2． 販紐C⑭咋II1疇I浮苅値誌L ( )韮1尾森雫l�モのておう

.t完1ご未す逼リ阪魚1二布つて�5 JI程実71分ぽ何丸'E 1.f..や亡 瞑腔は空虔！と京リ産諏虹用はオしろものが

丈部令て丑卯す::e1駆l甜墨灰う5るが：91次全兵年室とモ1二滓7Jllして10月逗Iよ庄較的顎岩志放育を石してし

否 稚魚l＝あ）ては5月1ご1庄在算し点�万かつたり\0月1二1居 ＇烏存された。（当時の稚魚は殆ど網目から速

脱するい）と寺へ迂詞）然し7月に入ろと大畜Iこ枚雫□1なこ至リ笠年3月に1ぷ圏沢再に近い体形と万

る．1［月右の成百JJX待l二すぐ�L六‘ ること1さ灰魚の居合と同衣てあろことがうががオガし否．

(.0)麻魚迫：：稚魚の季W�l消冥

双魚並l＝稚魚の杢面的油環吃頂杢した痣弄lむ才5表に京す逼）て•あ否

宗 五 圭

皇の成魚並lコニ稚魚開噴的泊長（言ぷ雰コ孟二冨贔
一了—
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豆□正三三；/f ス
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ほ涅． を表は註 (.1) 7月の国窒て ＇ 荏魚か釈数漁蹟され主が体形II屯いた胡租且か ら逸朕する't1)が号<![
ったため汎lj 定から険外した 。

t2} 本要の数字lま1 国疇I：：よって濱程おれた数醤ま末す．

呑

..t:売て天す涯 り 舒部） 洞目 1二 とまる稚魚が漁護さ孔るの 1さ丈体7 月 以伍て お否 がま だ甜 目 定も れるモ の

祠尻苓1こ号い 、 更に7 月 以降成魚の数は兎砂する が稚魚ほ身を界 l二荒珈す 百

魚 1二 忙較し て 放魚の数は芦加 し て い る ＂ こ れ1ま誰魚 の中F活百爪遼て旺．1=--1剖fl Lパこ

し 祖紐己界百．

以 上 の通 リ 産卵期謬勺ミ7 月 以降威魚滋少す否傾師二 あろ こ と iま室印

る もの と考へ られろか更l二碩究こ写す弓 室要幸頂と思晃

翌迂 了 月 1二 万る と 反

のま蔽 ― し て 別咆

究死 レて その 一祁が 衷存了

④ .
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([1.\ 

幸 茶勺

伽刃封翫諾差環て••あ和祖ばな＜ 本苅'7)未産上笹めて 奎妾左魚薔て ぁる か年 に ヶ 否 雪幻

＜ 七の庚因刀＼不明である 。 よっ て これ7J帝因さ究明 し て 本魚葉の安定 に す る に は本

すろ こ と か根本印題 t
‘
あ否 r て字研究左行 っ た ．

［応EせrBJl 1こ

寧24年5 月 か ら 翌25年 3 月 1ご 亘 つ て 調査 し 方活果かの 発主 、 産HI慄

放長良 宰1二 つ い て明に す ろ こ とが出茉た 。

胡膀I二 ざそはこ下 靭

＝荏

草魚の 採苗 に 喫 す 否 研 究---
枝 9而
枝 茄

ド
山

-

J
 

し

並1こ

杯
本

荒
＝―

碓
簡

奎魚 10:徒茉卒邦 に お い て尽苦想 し 左単安l・ょ発 兒 し 名定が つ ：：： の こおろ が景む元汀渫四寄点、 北涌 、 及 び、fljゎ

JI I水案に お い て 天然に 吝達 し てi己ろ こ L が判明す否こ 奎 つ E. 然 し泄：中ぜ浅苑 し て ゐ ろ 草盆 につ い て 1よ末

た知fJ王倖ら れ 存し‘ ， 不君，ご お いて1胡詞 筏年以束茫中養双中の モ の1二つ い て せの 成熟で雀す万め註諒ほ

に i司存方宏等の政笞I互文 つ て研究を連の 、＝病果難1話忠抑灼号う 九京 刀＼ Tたりヽ碓1ょ黙洒ま有 '=>:I 

よ っ て究との交配 を行ひ豆食 勺引成果力 •1) 大まい草魚の 詩社と鯉の 特柱芝陥へ た品担を作って

化 匹tろ 目 的 の E と に本研究で氾租 し て き 芦 前年度 1衣発生渥店定8月 に する ：：：： に が出末たの て
｀
本年度モ 引

を椛き交院を行っ で交配番 と証仔魚と1) 形態的庄靱＝ つ い て研究 し た 。

巨 、的

に 至っ方．

魚の合

2. 研 究方法

研究に使用 し だ亜魚は本幸t.J,閑刃妄房そ 癸威干の も の の 中から 放市す苓 モ fJ) 主逆浮弔は平田訳、号滞ゼ 養双
-4--



し た親魚ピあ る 。 安怠 Iよ乾涅志によ っ て 行ひ 受宿卵I"$.椋茫皮及びヒ カ ゲ の 刀 ‘Y ラ1：：肘喜させた 。 同時

に 同姓親魚の卵をモ つて対照郡ど作 リ 和々 11 yロタ乞作 った ． 対照実移町方芳としてほ双J)き虹芳還Lて行っ右．
�I ) 実登1二完 だ ぢ語の未妥罪卵定少云取 リ 佗魚 との妾喋なきや

と） 蹂V)雷侭こかけ 7布ぽ卵が放黙し こ ゐ たか 否ゃ
し3) 草魚の亡液芝 リ ン ゲ）ぽ液て

・
採宰 し てエ索て•あ否や否ゃ

第一• 国交百湮挨（ 昭和 2悔 6 月 78)

松庶民奈汀こ 双 虹醗1弁邁嘩の 注紅平日試検泥に達協 し 同曖 l ： ぁ‘ いて実泥し た 。 受印瞑採花反に附

百 区に欣産 し たn芸その 咲沖泥者し く斃死 しだ。

と荘杞月 278)

万和虚知唄特記 l涙 吋 虚 L乍醐咋、若不伺功し も 前田と 同芥せち否

⑰ 今1項ど芝死 したが叡紐肉＝）収室 し ，竺も の I不疾凋に箔it し た 。 猜化

1二守 し 、デ晒 81 四訪 召紅期ra1 中虐苦這8c ~ 22 ： てあ うだ，
..,. 研究底 :.“→

a 、 発 王速涙 7) lt

巧尼荏 m至1＝ 要 し だ肝fali巧1 肝同 灰冷 て 布 ：J 甦118! 時藷布0令て布．） こ 所要肝和ば列もど茫姿店詑
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閻衡涅1打和卵l酢が困程ぜ．あ 窄 の す 不3月せ ぉ石

企 色 索 .rt 報

六で栖で芯り1ft虹邑前即5 令訊禄ふ蒔mて頭祁、 にで 瞑菰等に 9y、敦記の ら れたが畦で 「よ若演tぷ)[/ff

同 て 知及 籾郭l澤疇；れで

C 術化仔毎m庄 較
（イ） 蘭化産役

窪湮て 1た全長な1叩｀ 搾奄は曲沫形で前祁，1秤形ゼ 後部7J洞畏l 中央の く び 九カ渭啓 リ 若 し• く 瞬

化后 lす、｝武と 謡止 l 詩n瞬同的 に 尼け し て運靭す否 ... 控では全冥印＂＂で交配獲よ リ 小さい． 防而1;:;交

霞歪恥祁干叫1な厄ヵ雑ビ、ボ 37て方否 色霙1,;.可暉亡l環よ りl\さ く 且径のて応‘・ m

で院稚1ま鯉1二庄較 し て膵形が 号か つ だ ，．
＇ 箱1ti笈 2 8
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交配逼で甘全兵71 n凡ざ ・祐、芦l言紐止 し てゐる が鯉で は全畏ズ2匹し ヒ存リ既に浜1貨壱相当分杖、 し

な楢の 稼1こ燈宜 し て癖止T歪

(Jり 館札危 4- 日 目

交醗罹せ は末均帝苔蜘岱さ;tL* い 、 詞の 令化 は起ら 本いが消 屯管 の分化がき） 色窯ば数を惜 し 濃蹂

と京否 鯉て1迂詑：： 浮I淀沫 し賭要·も 狩ど吸敗さ九巽明院と左 リ 蓉の分化つ＼甦る 。 以上隣牝ポ汁 B
て 交配謳仔魚か｀紺醗 し たの て

｀
その危の 経過ほ不明 ておる 。

4、 要 約

（イ） 醗 （ 雄） と鯉（ 雌） を交匪 して匹逹と鯉との 比較をな し た 。

q 頭l這和年 6 月 7 8 及び仝月 26 日 の 2 国 に 亘つ て 行つ定 、

り＼） 発坦疇1本号痴豆はあ っ たが‘胎ど‘同祢ゼ水温1狡 ～22.c さl可3玲て知c tだ 。

こ） 交酉榎 力珊珈｀号 7J’つ 芦

叩 枷逗
’
f/JI謬湧I握li全恥心 釦

｀
は 5、四窪蓄1大きL が 3 日 目 に存迂 釦 況 文き、 念 忍

べ 已で！ご匹ご；芍べ 苺ピ 吟＜ 且つ色素ウ丈さ 、 翫 宰ろ ．

鯉 の 品 渥 敗 良 試険

技 9而 1tヽ 共 充 誼

4 、 巨 約

要は荏琶湖I二おける水産渚厄の 対熙 と し て さウ て奎幸てあるが品蓮l二衷実が‘丙）て 天然 i二筈疱す万宜狂竺

と 池中 で・浣漣さォし否委成型の＝ ア‘ 型か てる と考へ られ弓 ． ・文 つて 両泄の形I廷的如ニ エ慈的 ヽ刃幸三王究tl月

し て 天然木栗二おける水産焙漣上頒良京形慎定宿ヘ・た 岳惹て作 ） て 宕殖幸葉の茎匝t 囲立丁る だ？ 本面究

を行つ芦 u

2・ 百 究 方 法

冊団也年 碩108 窃根市薇田 江面川 の 臥て 涅百さ れた野往型即9諏．型の現臣中疇、 燕惰 さ も っ セ C

を選も、 に平田試瑕泡ぜ飼音 L た苓 万翌サ呼を 使用 し て次の組合せl：： よ っ て交配こ行•ひ園粁しf匡魚は平田芸捺

池項宅罰育 し て片較研究すろ と共に他方腰葉芝全q司ー に して辻較検討す るたの新記組合せl＝よる各群

芝松原拭芽泡I：： 混馨 して研究中である 。

ナ ー 表

親 魚 の 粗合 せ 及 び 体形
-o-



「

毎i 合 せー 全長 C加 悴長 C加 伴高 cm, 体、隻 ？ 備 芍

匹／外為抒沼戒 早 タム 、 8 ダク § ／ ／、 タ 2, /c ク ダえ
A 舜 X 

四／屈野性哩 令 42、 タ 3 /、 0 ¢ 、 6 $0 ク « 7  
I 笞 成哩 辛 5 3、 S «ク 0 / .z . / 2. 2 じ (9 D 歪 の 名

B群 野1生哩
X

令 “z、 ダ 3 /. o 6 、 6 5(J O  A 守 の で
i• 芽1生型 辛 ナ ¢、 $ ダ7. 3 / /、 9― 2 /0 0 A 西 の

c 群
脊畔 介 ク タ ダ 3 7、 ダ ／ク｀ I /. 2¢¢ D 群 の

養養噴瞑迎X 牛令
タ3. f « 久 0 ／え、 ／ 2. 2P O 外夕倅姦 3. 9 

D舜 ダ タ ＃ 3 7． タ / 0、 I /、 2 (9 か 巴％遥 3 . 7 

ご 研 究 結 栗

0) 測 定方 志

直 、 体怠 表長、 四兵 限至、 膝届、 啄釦＼ シ 肯君前端迄 甘究i窯灰 測忘孜数、 早柄忘等さ洟り定
; ,弓病這、

l,・亡、 固体高頭畏 叩紐 刃百声嘩；,1) 毒 さI辺体長 に 対 し 咳長 眼歪、 即原、 甲印零夫心 頸長

に対し 尾柄怠1ま尾柄兵に対す否氏の次，直l二つ い て 主初裟茶翠内 に至出 し て 比較 し た 、 但 し 8 月 ＼ 算

化緩杓S0 8 ) 方」定の合は体畏 、 体為、 頭要 吻長の み 芝浪暁 し 右 ．

(j]) 測 定 商

紅l定 し 写祁位に ついて保数を士切銃団＝ よ 文こ衷l立1さ汀表 じ丘妾 ナ三〒 ） の 画 リ ざ巧 忍

ま 削定廷冥 叫岳珊 1ま�I！途酋IJ中て お苓が こ ヽ にl<J •この 一蔀7 みて報吉す百 こ と コ し 芦

沖 ＝ 衷 （昭和24年 8 月 1 8 、�IJ定）

ーロ 群 r
—

了
―□丁 群

告：二 竺直喜
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オ三表 （記和2+. 11 、1 1 . �IJ定）

9.、し上ill定7)痣渠l＝よれ1禾各甜：とも竹吋むlしさい阿lげ、判然と亡 ¢)祖逗は現礼存いか取貝 1ご4ヤ） ℃滸文て vrl

祖邊が記V) ':.>オl、る •

泡vう俗市呑苔床群位1和体長応志 の 元 ふ
、
あ っ て E群 ＼ 糞寂竺） が•至亡志 ＜ ： 理 B寺 （） 店て A吝 秤在圭）

が宗t保、 ＼ 、 声ぶ訊 I)詳切 体長災
＇
il ！項g<.. 且骸至が大きし •

麒汁三表I二ぶ 忍 ど 罪釈1A:fix1a:;J. 皆 ：：rよ較1的数7J �1~？如紅：写駆席合 寧栢 が 謬 ：＇は1応獅

宕至 せ呈忌宦合20~21 左未 レ て 3疹 。 亡 し て E' 群 ｀ し 吾，丈ピが 中l11土を〒 し て ヲ恣

つ い て は更1ゴ翠芝浬ダ ろ必手があ否。

要 約

肯羽孜i即の 下毎1ニ

（1） 蛭の 評年と表双型並 1＝唸ら の強い立モ 稚 亜 ） に つ い て 忙較．荏訂 す ろ ヒ 乏 の 小 ご い中1ま明 t

瓦 、ガ囀I＝炉）這 繹 ぷ諏·百． 在布

向製を茉 し その 相違1ま冠階だ
‘
1む哀い ・

物畏及℃屯瞑吝亨l二親1ま孔る が咬酉呼lご お‘\.‘て 10::両者の 中

(0) 威長度せ 0)忙芸的の祖遅l= つ ·̀ ‘ こ l謡同一溶箆 の 下 に 飼百 U て研究ま征琥 し て ゐ否 。
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堵
喋阪流とは 、 年さ1 2栂々荏万法 で慄蒜凡でつ け ― 取流す弓 幸 を 云）il(}) であっ て

移動
‘
回遊状況 訊畏鰈lcl:.浄造笥ま疇 し て、 放流男指之計画す 否 貞相と す �Iさ あ る 、 Fで琶 碩 1苅茫 マ

は明冶未葉1 耳禅反歿12つ い て 槽惹取深 乞 実 施しだ例か‘窃 るが、 其後卸7、了して ゐ芍 ）の で‘｀ 荒近I吋． 於

I T 百放 流呉袋の 実憐さ桐査す る だめ 穂、 繹 (i‘)夕1 12＿鯉 文 モ 含め て祷京放流さ宝施 し だ ．

2 樗 鋸 方 法
標‘方法と し て 1 お知）酋） 奥u)種頸 1ご よつ て宍勺違っ た方法芝用＼屯

1、 鯉

苗指の下で蕪中の部分l 2 アル ミ ＝ ウム製杓子形 の標裁礼を 引打: も (J)と 、 蚕1 こ桐環丈互結1寸I TE も(j) と

1―-=
 その目的 1 す放流係り）

二 つ り） 方活を行9) だ

ロ、 牲

I ー テ JI I ％液で荒面 し同；，， 、 賭稽を 切研 し F 、

J ＼ 四. 7'之

左i削(7)助栢包m断 し 戸 も 9/) と

放 流 実 施
以上7)西 リ亨菊礼之． つ けた上：安々次le.可ミ・す"tr lコ甘、荒を行 ］ だ
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応訊 5 日 で初鯰鰈 こ れ 7 日 目 逗瞬 嗚 心‘
｀が疇 されて か る 而 も図呻虚、紐l

厨諏
‘
に加 し 痴12 き し てぬ 弓 囮応 貯砥知｀ 渾翫筵鱈 し 国 t の こ ご ヽ 、 弓：：： そ り足

泳畔l湿釦位12忍 、 速さ を 1 日 当J IJ)肝款で·耳出 す 起 最匂速団 J) で1 日切井唇 l E 7) ぐ I
乙杵亡 否 百 ．

ロ、 哺 護 さ れ 下 ；呉 貝 1 2 つ い て

貝 1!1J l2男 廷 ；ぽtJ)烈 ＜ 的 な｀‘小 糸甜 て 古 9) 四国1111ご釈IT る いヵ 沫＇：・ ,;

れ勺 I
・：ちい (I) ぽ溶訊か窃 廷 妍蒻 ）＿如·けす訂 苺早 て窃） て諜西方法 1 こ つ い て而知 ．年j也が フ 天豆

しう れ 百
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6． 考 ．9-

!江(/)荏毘から ガ屯切玉が芸7与起 翌）泊1 ち 翌 會
l.t疇 は膨初 l如 砂中「ふ；謎1，碑 磋社 が考 ＼ バ 1L 打

12 つ い て は 引益流吐 J) ÌJ·t,揺？こ 弓 た 12万 し 1 を 月 I it流のセ (I)la,距洒 さIl 如 I

1) う湿 (J) 1中 て特 咀号 り

疇が‘・大 さく 芝酌 謬 る 亡 さ へ ’ 1礼 る。 祁 弓 手’'お祖D刀 肛荘 巫7巧期て ‘冴） 1 r,:_ f-l l1 マ．．目即 可活兌

甜蜘 であ り 且：紅嘩1苅釈 て も 殆ん亡 i木吋湛I泣 輝等が考＼ られ、 壱1汁珈月：エ
ー句）一 ＇） で•巧 5

次12漠高知つ t ‘ て l 蓮 が 1 、 7 ',17 で茎た｀i吋卒 g ！ 苅？け る

71: ·'1 い(]) |這炉’あ う ．

庶要序l？つ い て 1両：紐蜘叩l呻応 l四面紅 l碑却 l J1号り It 勺 力‘9) ヤ

膠麟l心的Iご硝知？L誌の合、、即註 叩麟芦を碍屯合 釦A月 か誼革

寸‘\’'き 出籾迂 l弓ヽ類 の謁至lユ1莱）次オでカ ア

7、 要 約

1 鯉、 精、 足99 こ・ポ吐 し て 湮笥梵夜

2 苺育況！ た 'l) I 祁程叩み て
｀
臼 つ て 国屁平 •I、 7 % →

5幸n浮i」 つ 亡
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栢田舟且 の噂殖 1 こ 向 す る研究
• ―‘ —エー=贔ー・ -

抄 師 ｀ 才 三 印月

1 、 活 古

セが 必‘‘ ミ I誕琶恕恥頂田J I i揺 疇罹で方五疇12於て1孔旬這噸頷産年） 酌訳造欧思

5 奎写民社で芍 るが目の 生産量で菜芍 し 翌1：蘊 E計 弓染121ま博，産対奈謬歴となる釦‘生 活守 （ 居秤

翫 · 頭如 ・ 含界の性苗写 ） 己明か 1こ 寸 弓 圭 ・が‘)心である 、 従芽の研究閑室ては 自然欺糎の 詰や

悽勺曲四呻号が行Iば1l・て惹記1'1艮吋亡 哀準活史lこつい て は1唸叫［ マ尼な I 油乾1 つ尿る 、ブ ヽ ！で打‘→

喧産対奈m·亡守． 否生韮む戻＜ 岳セす5 ： と 1 こ ナ リ忠産万港乞伝t し て距‘痒茫分ぜ雫召尭邑l J ’呉 T5

で こ ＼ し た い 、）

ジ 方 法

ィ 産 珂 瑚 向 の 詞 奎 ．

吾月月IJ I項 つ て松疫町［暁から f目を防痕 して親貝1 0 0 ケ1こ f フ ，• 穴て、 その両荼内の平の成熟末尻l認…＾

し て 産可期I可こ言駐竺 し た ｀ 叉此と所行 し て 亀 奎臣下落塑昌 歩苗宅が李記的1:旬i可1：： 屯i炉オ る かさ 七

課奎 し た

0 成 昂 庵 調 畜

1 0 月 2 5 8 ｀ 涌i田J I I ほ 亡 の中向の1直含 ぷ浮辻浴 尺 巾3 尺のE挨女坦定 1， て 1子目 ⑰‘而臣

を飼召 し て その煎昇屯台乞閲塑 し F ． 方法1 1湘嘔き尺 3祠腐相 c +o x+ o )( 2 ら 爪 歴 ］J ひ‘上虹湘吋甜こ

金往て‘｀只 る ） I ご ぶ つ で行し 屯罪箱 I ― .1まi子 目 を牧宅し ビ奇JI和 ：在下し，包を き こ‘ 1ま投呑?;Iこ詞 ：屯悶遠 的 し て．

匹 l屈1回乞竹蓄 れ声忌 の且磋 ．き 防 、た

ハ 袴 怠 湯 切 の 憐 奎

涅ポI古女 つ て 8 月 1 1 日 9 月 9日0月 2 3 8( ) 可回lま 豆 ·i松原力五晃項区を 中Iヒ と しだカffi\lf品＇的若魂

奎を行っ た

弓 結 果

I'、 産 弔 期 l司 の 詞 五

和蛍内 の＃の突湮瞑；知 の浩学 1 D U 個 ，中中 (/)匂I5 オー 表1こ示す虎 I) で‘•ある 向亜 の冗

窟合1がなの 肉紫部(I) 秤玲中に あ る 牛i(J)形が西江記g Rな し て 居 る もの 吝末初、中 、 珠形 を し て居 弓 F, rTJ E

泣巴屯 し た 、

の
の

弟

←- - - - -- - - - .  

雌中弔税 →煤；：吋仕も ，， て必奴故％

叉此を 図羨1：：：：す否と 、79)衣I:?な る

1 ?  



20 

オ ー 図 町］ の 両 簗 内 1 ご 熟 卵 を も つ て 瓦5 モ の ら 数

1固
1 0 0 1 · · · · · · , . . . . .  · · · · · · · ·�c. · · - • • • . • . .  · . . . .  · · · · · · · · · · . .  

△-­

B O I · · · · · · · ·�/ ・:. . . . . . ヽ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ベ. . • •  • • • • • • • • • • •  . . 、 . . . . . • • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
△ 6 0 1 · · · ·  . . . .  -:-:. .  . . . . . . . . . .  · · · · · · · · · · · · · · · . .ヽ ・ ・ ・ ・ . . . · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · - - ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． · · · · · · . . . . .  

4-0 

I I I I I I ,-.,,�--.� ＇ 一
月 一" 4 5 も 7 8 9 1 0  1 1  1 2 ー2 5 

上凹l ：： 示；「株1ご雌甲12匹哀有する卒l訊— 月J'..旬力‘ ら 7 月J:'..句の向が最も 巧 く こ の 固I護臣茫れ苔幸と

冠 1吐l‘ば し か し 各期に到 つ て も雌中に熟而色 有す る も のか‘沿忍 め ら れ る か ら周年勿少と も 産面さ れ 否 乃
で·1:t梵い 力 （と 思 れぽ ．

—；寺r 放 出 が）仔目 1 �J&痣過l tl末だ勁‘にする 至が出 茉なかつ だ

”歩留の窓1ti証 項1 2示す通 リ ー年を姓 し‘‘ て 大 した鯰1ま見 られ如 ）

オ ニ 表 肉 昧 歩 留 の 月 9IJ 歿 1し
·-·� 

［ ； （口） 放 長 虔 調 奎

1 0 月 2 5 日潔田川l 達請を始めて 祖租向の煎長度色玄胴奎 し たが殆ど服長1 訪 見られ百力‘ つだ、

（ハ） 樽 息 場 町 の 調 奎

愕怠場賄の郭音lこ て ほ松原苅生l)?jT五祭漁区 を 中J巴と し だ 、 競曲（ 沖 二団 ） I 2於 て 、 分布密老区調畜 し

だ 、 密鬼葬出1胡採泥盟 の面積定計リ 、 こ の中 1 :株栗 さ店 、 蜆の値数吝 一
4il平方回数l凜詳し E宅叩 ‘‘

窃 5 、

応 ． （ 評輩蒻苫） x 森云勺戸 ＝ （1 叩 中の頓1瞑数）

- 1 3 -



加 閏―
゜

4b f← 

ん0 15゜

ル' 12゜

＇ヽfo
 
肋

- I 

浪 区

i ­
必 7 炭 I

Q ^ ! 

『口
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臀
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。

ー／

調虹砂隅疇恥‘分布密度l窃三表硫 り て‘謬

諸 三 哀 地点 と水疇 ＇国 、令布密度 と疇係9 , .. 
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一·• - . 1- - i - ― •一
庖 貿 ー 砂 混 r 砂 租 i 砂 ; '砂 ！ 砂 ： 釣‘

蜘疇知
口

］→9一互・ 1 塁 ［ ス 2 0 . I ーー ロニ

t 
‘ - 2 0 ¢口

丁—笠 —
;:

ダ; i 
:

ぇ ー ー ／ ニニ
I メ タ ぐ7心吐 （ ぇ 2 こ 一三乏. - 琴---だ4 . / /  

o o 之え 互

→f←i 三てこe→一竺
--· - ----- • ---

.
J
-

-
』。

一
舒

上表中 （ ） 内1訪匹目 を赤 レ 、 ヌ ル依 1 2 、 1 3 、 1 4 、 ほオ湖印）深いため各々 8回 、 6 巴 、 7同

探尼 し幾面器を 症めて之 を 1 n涅方の量12洪等 し 戸 モ (}) で拐 る

ゃ 懇 四 衷 、 ：）荒度と個廿本(!)大 き さ亡 (7) 閲係
ー ー• • • 

I
衷 艮 ー ま 尺］

: I -2二を （2人 J心上

2、土 Q一究＿格と
/、 5 （ウL l ‘ぱ-- . - ·  

I、 0 ( 伽•L I心 とー ・
I、 p < ”L J ヽKく

計 ＿ l 

恕拾的（さ莞否 と 、 湖岸ぷ リ 7杓茫 1 r叫卸 処 1 ごは大 し で蒋唇を 見な ＼ 巧玩u芍'yは リ急1 こ楼屯 し 牲効 ラiil森i

応 リ 1 D % (/) 向に 多ぽ 訊拮l22mよリ 酌辺翫‘殿モ 匁か つ た 、 1 0 侃 以深l 噴ては穴体I "2 そ の

数茨 じ‘て居否 、

庖簿亡 の由深1、t器（冷lJ>涅 じ‘ た砂酒地 ではJ |l型 C 1 、 5 c'ln, 奴 下 ） 多 く 大型 ( 1、 5 C 'Ill ix 1'.. ) (/) も の て
‘
]す

石淮釘紅渭炒醗 i渇く 更 ら れ否 、 ：用さと団体の大でさてほ 1 、 O ctJIし 以下叫子貝 l 請附て 1�3竹l恥苓 1：：宏

2 - 5 、9介1 が ら 1、 5 C 'l'L (l)閣 の毛(l)|3 十 ～ ぢ ？｝しの由 1ご 多 I )

＋、 滴 要

限の節酋茸祠 Iさ ！這要ど謬 辛匹岬謬 こ と が根本亡考へ 翫から産司罪虚畏度尺つ し 布究

し芦

2｀ 賊畔‘況雌屈奎l'2ぶつて産秤合 、1 十 月下匈 から 6 月 下匂迄と考へ否 か ‘`. 迦毎熙ヰ定有す ラ もの 宅ち る

謬から 多 Jり共周缶荏甲す否もの と考へ 否

5、 成畏産1 2 つ い て1謹細川l濫て飼配中 て
‘
蒻 が結寮1年」然と出ないの改l涸研究中含 紅‘冬脚細の

茄畏1訪恥‘見ら れ知っ た ｀

牛、 松原恕Eで標蔑及松分布を疇 し 暉釦而”ば のlcl 2 叫力
‘ '5 5 mの 配‘

、
あ リ 又底黄と の疇l<1 1 、

5 c 叫 以下のJj屯り で‘！で 礫 （9）3毘す
‘
灰召喚1世12 名く 大型(!)E の 1cm隈i�灰‘砂足地に多い

- 1 5 -



淡 7|〈員 珠養殖 1 こ閑 す 召 研究

1 ヽ 目 的

茂 師 中 西 苗 雄

呻let硫出 呂と して室零 であ 志がもの殆ん どが池窟知天て
‘
房 J従つ て憑涅百珠1ごつ い て l1.裡勺の科学

卓が行I引nもの 進歩兜垂は著 し 正 之れ12 反 L 決ォく這味I�そ (JJ「
―
吐が新し < gt也阿的I： も限定さ

れ て ゐ ち ため研市没保呂a洒奎滋殊 1 ご牧ぺ‘ て 造で否く れ てみ 百預況で窃 否

沼水鞘卸惹殖方法と し て 1高楚乗笛喧癌l：：旨囲を し て そ{J) 中←封栢 し だ 面 貝 し1 ケ十ヲゥカ％ ) を抱

賠否ので吉う がで の方法l謀環の選定と その彩翌l這 百 弓いと弓＼ ら れ 百 ，， 改 ’) て今而円 目 茫

水中Iご奎下9,xl訊懸吊す 5 ご と 1 2 む）鹿酷7)彩醤を除外す る と共に7k面の立偽的且忠曲;) . 哀祖方活を

研守 案出 し これか
‘
迂唄の所兵並1こ垣珠膨蔀 1コ及l忠す彰湿を蔀殿 し だ ．

と亀 研 究 方 法

母 日 定木製(J)箱に灼考 し て 水面下 に室下す る方法と倍貝 己低杓に屁吊す 百 庁五との 二 つ U苅詰惚 祝用

し さ れ 5 吏 々涙如おゼ中の中層弐 l;J:下暦12旦罫 懸 吊 可 5と共1--:::&来の沌散万 法を行つて印校対照 し F

本l芯ヤ 一次 乃じ‘沖 二次の コ国l � i吾 l)実悔 し た ．

a 粥 一 次 訊 稔 （ El己 和 2 さ 豆 0 月 - 仝 '2. 牛 耳 5 月 ）

( 1 ) 今筍方法と し て 1砕芸痣 2 よリ 外膜のtn片を そう入す否 方法さ誅用 した。

(2) B？和 2 3 年9月 I°;:'.今術を行った母 貝 （ イ ケ今 ヨ ウ 刀｀・/1 ) 2 2 01回 （西長 1 4 ~1 5 いIし ）を用 ひ だ 、

(3) 自然印瑕廃12否 l搭房包）哀滋と 霞委荘」 用lこ よ る 羮涸方 法の＝材弐を試改 前者lず栗田和、 常性切閉

先内 湖 （ イ ケ今 ョ ウ か の自然在輝局協 ） と咎香1ま常盤養魚境庭羞酒泄 を偉用 1， 仁

（イ） 奎 下 式 鶉 猛 万 ぅ去

1 5 い｀ X 3 6 c1, X t-, nc ，，，＇庄部夜 四囲共木製箱の四角ぢ佃 ぃ椋沼潟をモ つ て結び木，窯1 、 5"ゆ 底憤

泥 の 内俎反ひ‘同深さ の糠侯 也内 I �可れ キ ヰ壱笈 も r眉 12奎下 し窄昧底部 1さ泥を 万 C 'TiI 淳さ I ：：翔 い だ県

合 と 憲泥(/)も の と を比致 し 戸

◎ 院 吊 式 畏 惜 方 法

侶 貝の穀罪阪搭1で穿引L し て で れ1こ下：径5 ”‘ '良 い柑品混を通 し 3 0 c m 隅9忌I :'頼頗（ 椋',8塩 ） 1: 吊 リ

下 げた 、 吊 IJ 下lt't=.辰さl;t吏マ 1 0 C ．＾ で苔 否 ｀ （ イ ） の 燒合と同芥 、 蓑毎池肉亡肉湘と 両所 で沈靱し

た

（）＼） 地 煎 弐 賛 建 方 法

坪ちリ 1 0 涸頌尼沢
‘‘
母 目を池笈通(J)fmi1iJrI ::地肘してそ の問囲を竹潰で回つた

＃、 虎 ＝ 次 言式 玲 ( B詞'2.4- 'if 9 月 一 仝 '2. 5 笠 3 月 ）

（1 ) 令筍方法はT一次訊線と 同祢て‘布 る 、

（で） 陀和'2.4- 笠 7 月 栄噛羨魚場で今布 し F母 貝4 (J 6｛国 （約長 1 3 り ll 、_,, 1 9 C lj•し ） を 用 ひた

- 16 -



（ハ 荒悔市t£加密芦屯和；t愕 、 だ、原溢菜守記記E否j南月 （ 以 上 目 窯的醗 巧如 ） 万ぢ右苧ば弓 蒼 全
！ （ 面浩約 3、7 0 じ n- 11<.深 訥 •1、 3 0 、1 ) ,f) 3 ャ 茄 這定 し だ

① 亜 下 弐 蓑 藩 方 法

汁 一次訳栞I呼陀用 し た箱型R官翔12� 良を加 ヽV叉I{) ニ形弐を依‘孜た 、

、1) 5 3 C 'lll )( 38五 x が ， ＂•し の世1-:?/Iミ製の郷 画可即‘jて木採を組渕芭面尺ひ筒固を 香培咲甘金を以
て の 目当 と 吋 否祢祐決ナ砕 1 ご取 I Ji寸げた 、 ( A世 箱 ）

© A 型箱と同常の 定き亡rl)ポ砕I 嗚面を竹醤張リ と し箱上帥 ホ杵を針室で2牛区園」 「吐切つ だ 、

◎ 逗涌lコ 1 話租 i O 固 豆 叩 淑 産 し B亜躇l：：：ば倍 貝 2十 個乞 敗症 し戸

任） A型 、 す士瞬 と毛栢加ヨすみを 打全し て、玲て，淀iれ も荊韮鵡加 の三引加 ：中忌尻、下芭1 2奎下 し た

四 惹 吊 冗 偲 殖 万 う去

T一；＜訊雰割り渇台啜百 涵 t}m) 1芍不厄用 こ＼之1ばこ拭如也 の中渥 、 下営1 2オ〈平1 :i芽、 うI 5 C '/1屯芥さ ！下祖き
と 号）下 け‘セ

/1）. It!1. I取 弐 苔 産 万 迭

」·坪土＇ リ r; c ，国 、 5 坪当 リ 1 D 'J i固例�J合12地、面 し て て (n問囲 l顎前回可 以て かで つた 、
一 芍； ！万匁 威‘ 匂ピ

） キー ス 詞 邸 所 沿

り9 ー幻吠名 こ京四11l1 ‘ ` 、ャー 戻乃 ふ冴7 ＝沢il)通 ） マ窃 百 ．

衷

ベ 消 方 法
I

• 、..̀ ヽ 、 砂
勺 、月え 3 5・ 池I � , ( Z s. 1. •迂） 渇IJ 之 1色 を 宇

収 客 名 介 i] 勾9双（-C·.ti_） ，. 手1咀 8- (.1ー-）l  浮均醗長（ク；'1.") :rt吋I母 （ ？ ＼ クク
六＼‘

．”’· 改 づ•已 ・・成 ／ ダ． ¢ ｛: 2 4 ケ、“ ー ・
ar ァ＼｀ 令 べ を 入J lで 1 1 18 1 /4‘. f ,  と 夕 {.、

• ili /4｀ タ グ

r、 吊 式 ～ 冷 I,;L..,f {) 、4 72 ( 
• - - 1" ＋ー＇ 一ふ• こ m 吊 ／ダi ヽ 2 5 7 タ

上 •RI苫「 す匝 リ 8穴忙膵憶12於 け5 内胡I：邪涯笞廼 し た各百走．の堺台向れ も殻元 叩罰01弁台ん と
｀
表l 訂l在

いが蚕匿12枢て は下瞬翌弔妍和詈品もよ く 1 5 、8 °/(} (/)窓窒卒をな し室下弐 （泥を 刃lだ t tJ) ) I)I‘• 8 . 5 

、次て‘中瑶恋吊 1四W)II莉位と 女 リ 奎下ァロ 臼: �尼 T)モ �},'つ 呉下屯で窃百 、

蕪 二 窃

＇
 
、44

 
va

 
巧▲ え<x

 
4'
 

令
走 (Z5・ 3 .:: S ) 如 '-l. I >1 苔 辛

‘ }̀ , . , :」 四砥（c；玉応］ 言
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組 、 mmm疇暉囀 （ 以 五 諏躙

（ 圃糟酌 了、7 0 0 知 水深約 1、 o O 111. ) の 3 ャ 曲 を選定 し だ

隻 下 弐 養 藩 方 法

一次訳輪l:!1'用 し た箱輩収宅霜I:!改 良を加べ欠の 二愕式を節淑た 、

) �  

5 3 c 囁 X 3gc 叩 x ヮ C 侃 の 型Iフ日観の纏＼ ‘急材屯以て木提を祖み志面只び筒固を 書讀の針金を以

て の 目 当 と ？ 否炊麟木I�町 1)付I 咋 、 C A翌 箱 ）

A型箱とl那tの 京きさの名辛l 速面幻漕啜） と し箱且郎 村和治登で24四ur．社1n..,戸

A轡禰12 1 .t目 員 1 0 園 さ その荏 刈収 奎 し B吏霜12Ii恒 員 24 値た 敗童 し芦

A翌 、 口餌嗚 とモ箱の 四すみを行金1 2 て跨ひ呵れ も靡匹渾喝 の＝ ケ 柏 l :tp層虹9下層に奮下 し た

ァー ：芍暉紅渇台漬編
＇
Mて り lヨ糟木玄用 こ＼之れ 和試珈包 の中層、 下●1 コく平叫果ち 1 5 C '/吋吋累 ！オ｀貫

吊 リ下 It`セ

連澱 天 曇 頑 方 法

2坪峯 り 5 0 同 、 5 坪当 リ 1 0 0 暉例釦合I2地研 し て そ の爵匪llcU盾匝F叫叩●と、以て かこ つた ・

訳 野森 威

才 一 次 訳 知 市 績

庶鶉 定 萎記すれば．． ァー 衷万 じ冴7 ＝雰の通 ＇） で窃 さ 、

哀

這 ・・ 収 喀 工 介

J::郡l涜 連 り 白濶渭膳l渫 け討躙I�譴衝直 し啜か去の場包噌1

Z ク 6 ヽ ¢
/ 5\9 

ク Z

叩卯I碍払 と測 訊

I :!煎て は下吊”万環最もに 1 5`8 % 〇笥餡缶をな し室下式 （泥を ス れだ も の ） が8 、 5

吊 1m叩馳と な リ 室示 1店窪浬(T)か）か責而収窃百 、

薫 ＝ 啜



T ― T 
氾 歩 式‘ 1 丸 教

舎 下 式‘
；足を入れた箱一 - - -
泥丘心Lもい箱

下

蛭 ー 吊ー ーロJ： 竺 戸9」

I ダ ラ ン

／ダ 3 0 
. -
／ ダ． ク／

／ ダ タ 0

/3 . s c 

2 7 5ー ク 、 ／ 4  

ぇ ［ メ 0 . //,,. 
-4. 

卜 之6 夕 0 /ダ- - . 
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一

芥ア ミ ラ ゾ饂の 漁声7l浮和している世の歴困 と して 考へ 刃負げ琴、 寄面が防腐染科と し て而淫さ臣

用す苓 たの ｀愚淮］し
‘
芦褪色乃至蕪醤色 1二蓉色 し て いる に 反し て 丁 ミ ラ ン ・屎泥1ct栞涎色 の需使用田束る

羮さ添1す否 こ とが出茉忍 即ちア ミ ラ ン漁窟l謀芹用に比 し て；目の存在を魚群l項珈さ九費 L＼左 めてあらう．

従茶月 明時は、 この 理到隈暉による療稜刀遠我立
、

ある と言 9ま九、 時有に の み出点す否愕 し がある 。

本委 l：：わても1屑漁網の 涌穫醤は漑尤蓄無か究l戎魚淫せ られて モ 数ふる に 足リ 和 \ �度て
＇
万 ）たが ア

ヽ ヲ ‘ノ洪悉の みI屯窄網 1二兒ら ろ ヽ mo 百漁穫量の侶下1ま柑 んど更 られなか つ 戸

一 方叩疇告叩網との 知率ま 曰較す忍 と 、 後者は前者の 4謡に 相当 し 、 西 し く 薩行や が1芭 い 宅際 に

漁挙者 の 同 ゼ lす前領紺慌の 漁程悪l甜使用 後了 年 目 の 古頑網10 頃 7) せ れ に相白す否c z: IJ:Jl．て い う 7l屯ポ

せ ら れ ろ I::.. 一` ろ ゼあ る 。 勃詞：：古）笥勤 魚寝卒7J',甚だ し qき下 し た辰因Iよ 茫1こ速 ‘^ 宕0q 防猛染材L

して柿淫爪‘使用亡ら れて いろ 5 て 、 古深網I詣専菩色1：：要色 し 、 その桔果浄且ウ 存在芝苗註I ご F ，て宅号

可慈茫 ら
う

和る こと ゞ 露職雄ポ著 し q野け苓 たの精来 の君閲性ボ相当涙翌竺1L苓 こ を 亨Iキ色 日 す る

亡京い かと考ヘ シ礼苓 c

i i) 使用上こ の 良を5

本鐸 I二体験 し 覗察 し 毎たア ミ ラ ン魚需の定所及辰筋と 目 され否 点 さ刃J�すれ ば双の 通 リ て おる ：

短 所

〇 頼網,: tt較 し て穎瞑が柔取ざ還溌牲が�ll7:11)漁11'0.t ゼ の桓網作 業に 相手 の キ数で 苧 し だ 。

0 試験1こ侠 し た洞 ( C 張 ） は何れ も 括而郭が語靭 し 易 く 、 且 つ黙 リ が
‘
戻 つ て 面糸 l：：稔 リ が主 じ房 71・ ，

た 。 こ れ は蝉 と全く 伺震の 方 茫 l＝よ リ 探米 、 芙祖亡ら九 た結果と 芸へ ら れ 今万 こ i)呉 l二 つ いて 栞

網稜術のm.t芝計ら 示1ナれ ば 友 シ 京 し‘ 3
男 所

〇 合成縁畔Iま 日 乾 、 染包の 李示く 労カ 71じ非常1二師面出茉否

つ 吸水牲が殆ん と左いだめ水の 粧杭力 が
‘
径めて少＜涸の 登苺ば珪か良刃て活洛

C 1甲恨加＼
｀
丈 ぜ 布苓 右 め梱 目 1二剌 ） だ涸菩物を容易に取 リ 出 す こ と が出束忍

0 本哀検終了眸1：： お！ナろ網 のクト骰、 要さ奔ほ振強前と 死ん ど相還7J＼詑の '::>)t左L\ 。

フ、 描 要

I . ア ミ ラ ン堀稚男l 淡網の 罹癖卒1ま絹漢栢よ リ 僕九新1月涵甜�1 00 と すろ と、 アミ ラ ‘ふ箆網、 古箱痺徳

の其丸ほ夫々 件39 4-?、1 て
＇
ある ．

I I 、 ア ミラ ン徴稚の柔軟纏蒋往は 、 裸徊上梢々 不.flJ左呉が
‘
おるが、 漢穫杢て后止 亡 し める 一因 定床す モ の

と考へ う 丸ろ •

iii 亦 こ の醤雅,��染色の唐使用 し 寄否 た め細の 存在芝 魚郡1：：屈知さ れ蒻い 点刀哨欝諄茫向上亡 し の左 。

i\J 精疇 1：：ぶる 辰謬物1まら00 ~9(,炉 9のも の ボ遺半敦を 5 の否 一方アミ ラ ‘ノ漁珊1ま弘ク に遣 ぎ
‘
ない7Jじ

暉l⇒t し 漢衰物の丈さの 笈巽の巾が甚 し く広い »

V 従茉癖が
‘
不可能 とせ ら れて い だ月 明時におて宅 哀ん ど渥揖の色下を茉 ださ�L\ ,,

V. i ア ミ ラ 匂細唸色 、 日乾 の）必マが京＜ 労ガホ両威出束ろ ゞ
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Vij ア ミ ラ ン 溌熙lズ吸＊庄が1卜さい＝め 、 水の 抵杭1)ゞ少‘く 、 且っ瑶糸の秤演力 が丈てあるため 、 魚寝勾r
窓理 n\、江朽的容男て おる n

（菩 考） ア ミ ヲ ‘ノ の 往 宣

ァ ミ ラ ンはポ リ ア マ イ ド哭合版冠雑1＝打し て命る し た も 杯乏 せの 柱宜Iお長國の ナイ ロ ン と密々 同孜
和 ．

· 1 J;t 奎 1 , 1 4
と 而� 水 柱

佗＂ 戊碑 1＝ 圧 し て吸＊ 柱か景註 少 ＜ 又痙珪時の注打］ の危下 モ 累托 、いい
了 而 王8

ア ルカ リ に 持 1こ 茫iい 面項笈1王は菊 1J)約1001音 石炭B釘其他の特殊忌；我 iご ＝されろ 亡

け て ‘ffl窃lご は全 く 作用さ A 万 い ，
＋． m忌索柱

生天 の内ao宕

勺 訂l,、合 吾I庄

m百独在て 芥士菩さ合、丁去し‘ n＼ う 院京引l防頸IJの仁要．． 1；てく ＇界 つ て共歴こ 写石 L

- t n ピ
．
］注文 了 ｀ ＼

在
-
E
 

免-̂
名琶染料て 来色 可ht

小 貼 資 源 固 奎
枝 姉 末 宮 芸 和
哀 麻i 中 野 斥 司． 

561ま琵琶硝産魚顎中 涸搭窓： 杓て 汁一 位 て 5 の て 居 弓 C 否 て 下＜ 箋 究芸王幸面芹J、 主i『fi と な って居

苓C ア 玩計的に 考案 レ て もl•月訂璽凶lcl" こA 等忌寝r主吾 芝左 右すろ ー奉因 と ぢi応さ ろ o 丙モ ラ 平浣河）I I

塔廼用湿岳と し て 年々 ぽ外 に拶殖亡ら ‘几本邦内オ 面涸究． 浜聴I二号 大享否役匂Jを果 し て手さ す＼今万注 々 栞

牽で ；数宕す 百 君要· I＝ あろ 、 斯る 意咲Iごわ て 1 1項切
‘
貸房璽乏忌甫 1こ花渥すろ こ と 1本 II＼魚腿器冠ン合淫·化さ計る

.t 1ご括芥Il＼猷i尋殖幸業の 円 澤1tを期する 上： I二菜要 存 モ の かT謬 ‘り てオ咽窒 さ実泥 し 7= .

ー） 小 痴 産 卵 杖 況 調 窒

1 話 奎 期 同 及 場 所

田 田 昭 和2芸 ？月 29 g ～ 同月 308
第 2 [1[] 昭 和 2碑1 0月 1 0 9 ～ 目 月 1 1 8

殉I I 、 天野）I I 、 芥J I I 、 丈上川 ． 宇智JI I 、 喩知）I I 、 野；Jtl川 、 北流、 南流 、 日 貯J ! i 夕訥J I I 、 石田川 、安号JII.
2 坤 奎 方 法

谷可）I I に つい て和呂、 河Ji l のな況 、 1I項浅籾酌阻虚 薙ぽ、 産詈諏、 親負の 成杖褪
ーマI-



害 1: つ き面登 し 芦

瑳着卵教の計夏l胡産卵床 に ） き 況翠還が20(1112 の訥l＝紗l為 窟額数を敬へ て廊呻動窟旨

匹 と レて計算 した 。

3 、 結 果 ・

産 卵 状 況
第 一 [ID （ 昭利249、餃～JO)
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ノヽ3. ，， 1  
ク7‘‘’‘ る舛 Xゥ

匡 表中一帥l1 渕奎膵産逗鼠 詑l'J) ら れ志ヽ ．

4-、 調 奎 結 果 に よ る 考 察

ヽ

奈 = (ID （ 昭和24、 10 1U ~ 11 . ) 

一

ぷ900 ふク00

デ- .. ＇一門- → . 
- - -

ふれrJ S t2 <¢?¢ 

石父ム 奴／ 仝
＇
り］9

/IJ,(J2r ＃み4

b ‘“‘ ’̂ ぇ口/‘乙

ク9‘’
色在詔

/.ケふ― f入IヽR'-z ./rI' -

； ） 各渾）I I と も1 ＼節の道研炭尻Iま極め て 不哀i'JA釦の漁頂1ま吉箕の荘態ビあっ た ． 従つ て本百芭 1ごよ 苓

産薔卵1ま何孔も 出水に よ リ 上 流よリ 降河した丈姉の 産卵 し た も の と 思 1まれろ J

各河川 にわ ける 産卵 標面環並に産者卵数を詐年度と 比較する と前記姉JI I . �矧）I I 、 石田 ）, , 安吾） I I

におては昨年度砂 ラ く天野）I I 、 丈上）I l lまぼ少芝禾 して居る 。 面芹川 ｀ 字善川 、 B 舒） I I 、 野澗l HL

幸流1ま両写宜共産著卵 1<1: m のら れ京い 。

i i ) 掘奎当時採集 レ た君廉l;J;放抑租の も の がラ く 悴色蕪く 末寮急l這 ら れ 京が つ た ．

5、 要 約

i ) 各叩 , ,共逍苅杖況1芯極めて悪かつ芦

ii ) 然 し 降河 し な墳の産卵 によ リ全般的 口親九 ば平年並なわ 左

(;::::) 氷 急 調 査

4 、 調査期 巾反焼·所

寮 ー 園 寧24年11 月 2.ua ＾ノ 同 月 23 B
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淳二固 脱祖］�12月1ら 日 ～信1 月 1 9 B

届 上中 刃内海中． 丈洒舟木沖舜子）r、松井

2・ 言月 奎 方 法

訳即沿琵琶湖瓜13 トン30馬刀 ） 芝使用 し て 毎型切王網( 2バ 1 勺 さ受船し て在稟 し 芦

3 網 奎 布 果

三g-`徊r-青：三正三げ口 戎 加
． ！ 之

JI I 1靡賃虞攣言閲虞計•国

否 桓戸芍序庄
ー • • 一 ←・・

そ
I

r、 皇五屯紅 lz•四 知：Z名4l＿ 備 考

ー：：：［ニー` l：l`?- —• ー ・ . �-'"1'" .--— - -+ --- ,. 9 9 l ―, 
＇ そ L li I 坪 ! I 9

・
バ？ヽ '1-Z -

こ 三豆江IJ_□戸 戸 i―戸戸
一 —

-_ .  

牛． 調互 莉更：：：可丁る 考案

i ) 分 布 帝度

---‘ 

閲翌全水,i\\1こ 亘 っ て分布 し て 居ろ こ c::. 1:t既·庄凋室 叫司杯て 万否 • 分布密Jt 1ま居上；屯吋臣 も 応 I J
心と••[JI町と

松丹、下の栢 と定） 沖二 且］誌登炉もべ て分f•河渡 l二丈き 厄空がある の It璽 ：天1侯 糾躇1 二訳 5

と思l立 す海況 1 こ ぶ紅 のか 、 生存写'B3屎因 に依る モ (/Jか 、 究ぽ水汚弓洪Iご よる t の かデ万 り究

明 1二疾 つ 点が多 い •

i i ) 主 長 度

在来 し た氷 魚の 体翻こ莉いて 見る と蚕大1文知内汗て
｀
採粟19 (、lll舟lt it1、? (1ll て 王灼3.5 [n とな

リ 沖 1 (HJ祠査よ リ リ、4nl 和外の灰畏芝未 L c:居る モ 3) と翌 1nl る

宗ー1ID 関至l窃蒻 如I胡江沖四採菜L方5.6�孤択窃) "3:"3['11,て・ 炉年12 月 但B の 事と ほ ゞ 同

形 と 定）iiil年1こtt し て 反芙度1ま哀 ぃ モ の と壱1まれな 知内尾上沖1ま舟木 、 1 14'.!冴平 tt し て大 き万

体 を示 し て居否 ＞ 此ttl l打囲料生物及大冠民保， ご甚�く 干 クて ほ未い か と思 1まれる ．

i i i ) 氷 魚 の ス ト ‘ン ノ

疇埒要 と位茉泥行され て 気写課奎痣弄 とを 比較汀照すろこ と 1切通蚕冊と菰杢菊の友 つて居る
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こ と か ら 非牽 に至滋て布る か氷魚の 要毎定判定する こ t:..は可症ざある 。

肝年の 諏は本和査と大体同一 方完 Iご よ リ 実徳さ九たの てそ：オしと 比較する と沖― []I)団壱 lま郎倍ナニ

面涸奎結果は 6帝と友 リ 先 に 実肥 レた芭卵甜奎7J＼ ら 椎宦し芍氷魚のス ト ッ ク ほ祖当翠 い も の とき困lる

比第二 田流奎蒋索か‘第一 囮甜歪結果1こ 冗 し て約 7旨ljど示 し て居否 之 I砕笛登の遅1\ ) だ呉ヌ 脂天て

ち つだ魚か ら此在碑果と友つた も の と思1ま九る •

5 祖 要

i ) 卑竺全水旅1こ亘つ て分布 し て ゐ る こ と 1拉樺揖百乙同なて万ろ 。

ii ) 氷魚の体形 ほ晏丈 7-9 僅 要）ll 1 、2（応刃3、”II.て あ ） 芦

iii ) 昨年の罪奎と 比較す九 lぉ来魚7)衣語量は6 ~ a 告と忘 ゾ 先に実尼 し 戸産卵詞詈も 推写 し て氷魚 の

ス ト ッ ク 1芍配我芳l 9 と思ほ九 忍

劉の加工刹用 に喫す る 召究
ー ＇9999 9 9 , ― —� 二 ― 嘗— - -- コ

A 節 の 窯 干 製 し造］試
‘
房角

(1 ) 目
ヽ

白勺
24 - 9 - 22) 

釈 履され否原油角の 一 つ と して 此n\•一 次JJO工を行ひ 、 セの涯否と双に 利用す否JJ□エ製 呂 と レて刻0

呵友 ろ も の 7J＼
・
即 1か を 知る 目 的之 薇察訳栞芝行っ右 。

(2) 方 注

ボーメ の tt配 鹿の 饂刃．繋還中
慄

醐耳泣 レ て 2 ～芍心界 の上 取 リ 楊If置ヒl：：匹匡 ·

\で.) 戻i 瑚

沖の里近く の漁娠て 漁獲 された もの 芝私‘辰魚際瘍7l• ら 贖入 し た 。

!00 尾 の奎董I註—表の遜リ てお忍

第 一 束

— 

食 量 ；；lj

頻 度 敬 I � l ft.- 1 -.,' / I え

双1ご1団体 に つ い て測定 し た莉果は（ 尾上産 の モ の ）

え 4
 

と

え ． g IJ 2 、 t i

― -―三 1 0 3 0 
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む 守 活 リ は 21 、 4� -iおっ芦
S") .号 案 ． — 

[ i ]  割邑 1a外限が飾色を茎 し 蚕乾品 と し て ほ 号少見 ら れ る がやせて 骨 よ リ 旨咲がlji-瓦9 。

[n] 原唸の1西裕が活産魚ゼ
‘
釣Iご類似 し た も の に比べ｀ て 怠 い がら 乾製凸宰に一 次)10エさ行った后 、 ＝次

noェ を行I)選1ま歩函つ匿 l ほか ら社て有利 て 友L' と考へ ら れろ o

詞］ ＝ぼ涅 1) 膵炉L O色 の作色が臣勤 戻 合が 進む I二 つ れ て 釦き に友化 し て ゆ心与は 一 苔左 幸祖。

巳 負少 の 佃 惹製造 告碍金 （豫 察 ）
(1) 目 的

歩巴定頁く し て 好ま い‘製品 さ i'f·7)る第一歩と し て 豫察の老味て 行つた 。

と） 方 法

ホー ／く 5 ' の祖が中 に約 る吟 、翌漬 して 涅入魚介草我を分号J I病夜妥掬ひあ1f涅入汚物を除き加熱し て あ之

濁味烹中 に投入 、 約1 G分後要 1こ ｛ 費 い牙＝ 菊味来中ざ約甜分若窃さ亡て跨つた っ

6） 坪 留 ヤ 7吋匹
』 - -

「 如滋

工□［
声
二l �三・ 言□

I � ' 

夕O ' し

ク ク C9 

(>. じ I 9 ,? 

/ 7 

、が 考 案

撲稚煙入内の 除::: Iこ時向をそレ だでの 焦内渭＼府の 菰分nら 崩れ→ 祖沐 J蚕1＝よる 斎也＇牲倅液rr， 歴

固1こ う い て1芍恥痣果を も た ら し た ，

[ I j ]  fl踪 )JI二よ ＇） 万紛の 名冦 i'ゞ房 少ゞあろ と考ジヘて訊界床液に 水 を 号少加えた号はま滓曲オくが う まく ゆ7l

71
 

．
 

L
L
 

苓か つた

[ i ii] 味咋lcl:渾足出茉たが 、 西れ諄ヰii‘ 号い串 、 水分がかい 華 ． 光沢，ボ うす い宰華酉考すろ 臣か翠

か ）た

[ iv J 出ぷ疇I 二 よそ荏如 硫きどキ早＾く 行I辱 、 加Jl を左苓べく 翠I二行ぶ 苓等によ リ 型品の

韮］し さ応｀幸が出謬 j)\ モ し、 すし万し . .

[ V ] 曲咲岳包こ ノ い て 調味-1?1) 吟詈I志、 亡声 、 と思稟、 膵向等1：：つ いて 逹当左幸頂を 決定出奈れ
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ばよし‘ っ

[_V I ]  貯意の方去1 ＝ つい て 1本再将計が必要せ
、
あろ 。

[Vi i ］  その佗moェ方宏の茫用 が考へ られ否 。

( 2.4 - 9 - 1 7 ) 

c 砂 の羹熟 に よ否 脱水 について 濯察） 2.＋ - 1 0- 1 9  
- -

§ (1? 目 的

芳匿され否砂＝ つい てpn工述理の基本的淵査 7) 一方迭と し て 煮槃用木の 宗度 と院isl iごよ： 角 伍 子出さ

澳り定 し 戸

殿） 試菜 方 法 及でだ か 痣 弄

し1) 紗の 蛍魚体の 含有オ分蚕 平侶 8 0 ~ 8 1 %

('2) 恥鮮魚体芝淡水 后水 乏処浬 し だ ときの歩単

供辰粒紗1;:,t和卸、�1 わ～ 0 、34-'t 1) もの

院水翠の芙芝京亡ば双 の 運 リ ゼ布否 3

； え 分 ダ 6 夕 ／ し / )  ：：：： o 3 ク ゲ し’

Li -ケ-7じ(' -9 ¢ o 
-

3 、ク ?· 4 8、 (, 6 ・ク タ、 7 //、 ダ ’ 2` C 「 デー一

淡改
水
哭

屯
ゆ

の
函脱水 .々 o 4. o ク、 r c? , o  .、 . c o.c 4 0  - s. o 一之・ グ - 3、 ダ 一ふ笈

ら• # 3 •  C 2 、ク /. “ 之 ・ ク «4 3、 C
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ウ｀04 “. b 2  2・ ク 3
- --· 9『•- I � 

中
ケ (7(/)%ま

食
熟税
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氷 I9 0 /7・ ク ／'?'· ¢  ／ク 0 ス0、4' 20•O “^ ¥ ．．． 

/} 5 /f. O /$•ど ．． 

/4守幻ド /,?、O :2./、 “ 2 夕¢ 2 タ ク 2 4 じ 2夕t,9 よ 2 0 

之ク ・ I え久 〇 え6 、 C ‘ 

図に と孔ば次の通 リ t
‘
あろ っ

帝
禾
壱
％

3 0 ヽ ・
x.一. . . . .“2 ,1 炉‘ .̀.....ーベ、、

9 9 . `‘ 
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c
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に
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頂 水 中 の 兵 熱拗 凩
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§ 若 宰

.1 ) 色芦 3：欧置 Iさいつ｀・れ に し て毛 文和 知I う15合の 面に呈モ 釈 亡九以.tJIO熟I二蜘を用ひて も 茄棄

は全 リ 釈 忘‘やが＝思le(れ苓

QI 麻中 匂リ は食嘔水中 こ 惹謬 し た万かi紐空n湛L \ 

G) 蚕熟1二よ否歩溢I訪海産項藷と 大差ご加 ‘ ら い、‘ •

4 滋水 中て＾兵即睛衷江 l謬 彬，困さ乗 し て 知 ね涌砂起つ て く 知 し い ・

が4) 疇 I 二対し て 行I}べ き釈

1) ,•麟水中 に枷1ナ司 時即 と歩 西を行 ） 声渾1二 醐を 一定 に して蚕烈芦 と歩都の痴註詞査す否必手

が芦 ．

Ci 翫 の潰度却＼初J社に 芸＼方 とき 、 及び麟1：：用 砂 疇 団麟中1::X)1r否朕水卒

涸味影）笈化に つ い て 研究這めたい っ

6） 白視 1 :,;;. J 匹中に 宍送す碩訪 、 梶分． 反 況く分含有四l こ つ き 委 こ祁底 し た分祈四販 し 饂

咋載釦起一 致する 程店 ）即貫品汎詞さ 呻レ 芦 · 。

甘 震 煮 甜」 用 試 禁 (24 - 1 2  - 16) 

§ ー［ 国 的

筵咋恥江戸 I，て 租 の を吾 少と も釦蜘 謎I二速而ITろ 手 ともり 配 し て 厠嗅涅出茉ろ

＇） 和岩芝行t今即 ） 品宜 の改良と廷認序男1tを 目的と して行 刀 た 。
ヽ

9
」

市研虹 ） に おいてモ仔 の を版育 し て阪毘 ら 九ア育比 松辰魚昂活 ＇ 芳狽紅浩

n：這む L r- . 創 t ： ァ ろ 謬 ， 1すす 戸 ：： り鯰 Iノ た も のさ江較 L し て対照に供L だ 。
＼3) 処 狩

1, 加 1ま す 1二 ）い -=Iさ丈彬 7) キ の は吉正 ） ほ’ぬ き て行ひ 9| ＼汀' ^ 〒 rJ) 9す咋言Il 乙 し て疇瑶 t

だ 、 E 刃 詮助 ま ヽ 処理 し 芦 ，

ー 贅1：： 皿麟沿1吋 ll.れ て 3嘉心 し い が、 窯屡塩オ： こ切1 吟程度1) 血抜浣溶を 行 ）た ・

了 宰 二尾野こ 古知 ） 方f.ill： 咋 l貫き箱 1こを1母）、 這 ～ 辮 か ｀忌芦 1 二 て 宕臣之行．いわ叩

n\ >70紅
｀
陀了 し た

、t 畔和）畔•四 言叫芍缶tさ紐領罪 訂手）貌 立 万紅碑回蚕瓦 し r.. .

紐 眼知L 這味如叩0分 ～硼荀ぽ忌さ 当 て ヽ 冷 し て 完 了 した。

が 3. 処 理 工 荏 中 の 註 詑

1 皿和淀1秤 用 の 塩水約11 U5物i声度

2 即?r:·:.+は栢戸環1：： 入れ初？0分ま配吋t室廿で苫祁70 むま つた 。
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l2) も ろ こ 払辰魚需京の辰料

浚 入 数 墜
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一

荘 2 濁咲液所団合倉り合 及 tゞその 痰1 L
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タ ク、 C 所

□三
§ 5 、 桔 果 及 考 察

i 甲輝ni距lI さく 逗L＼て ，， つぼ
｀
ぬき 1 = よ ') 匹租尾匹怜 く に は預潜 ボ紐J し 含 乞 戎町II リ の 方頑

a 血抜洗斉iよ行 った方n\' 良い やシ さ 方忍 11" l &l買が荻か く 打液乙由的冠踪中1 ：溶出 し 易 い 欠要

と特有rJ）泥奥があ否 か ら 澤序塩ポ吝用 す右痣実1ま外召 J::．て ＇、＇市 のよ リ 哀/)\ -.）だ ，

3 店乾1ま、 火力 を力等 1：： レ忘 Iと 眼汗、 閉弄n挽至が珈J即 、 焦芭野付 け阪扱中 に 籍の衰乾 し て硬

胆と定） 祈頂 Iノて 体を揮じ‘ 易 く 左否 ．

4-． 苓か萎出叡 茶タ ン ニ ‘ノ ） 中て澄恕すれ11�':肴1胡藪4［する か肝栢ln汀い リ ， 賠詞＝床つ て雰が脱落

易 勺蒻 刀＼ ら取紅 丁宰I： 且鯰 ＊切ど完令に す 否 必要）＼ある ．

5 函m莞靱が平刃 に巨体の p．瑶豆芸咤蓮さ．六 い と 待有 の 兒只 元蘊の西下、 藩帝） 不夷 となリ加貫

オポサがあり 、 貯恣中全祖八ぼ咲叙 l 均．‘ • 寄謡平均1=1テは、札亦 い と 気岐と陸知唸玲 し て f&. l 
7fl, オ 四と 万・苔 ＾

6 研究 対 策

以上荷突の有雫 に 基き双の 李疸 l二 つい て 研究こ迪の 方t ＼ と考へ苓

(1、) 辰点毎IJ)処浬l＝至る迄の群芦保存方迭

t2) 蕃油、 水飴、 苺，f)主澗冠切 品笈之要逗 レて曲定すう モ の ＼ 逹定

0） 知） 釈化方完

(4) 固味科の 前合に＇） し、 て咲 と配合伝双の 兵か ら有効,:·�済的 1二 百泊J京5り合のエ夫

5)・ 狽味と 蜘する 香辛社の 者打 こ芦蚕1)芙定

(6) 南易万貯蔽逝 1＝防窟籾飲方茫
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氷角の疇H謬疇 と煮冠瓢喪化 について

!fa 1 、 目 、 も 24- - 3- 1

窪l＝ 釈 江碑祖の和の利用豆芳へ否 にさき．だぢ もの 関態を知碍及び同 一菊鰈研難

甲数 によ る 製品 に対す る 彩誓に つ い て詞査 し 亜に 『 し サゞ煮汁 』の利用方法につき tt較する たの本語

宣実 レ 忘

§ 2ヽ 方 法

泄祁和迂村 地 完において痣穫された生氷魚の 6 物取振
‘
盾板 1 日経避 し た で の を用ひた大聖 ピ

、
ー カ

ーに ＊4合歴3 匁さ溶芦さtて庶京と し 、 生＊魚15匁宛投入芍酒弓砥歩活 リ と帝の 庄草左測定 し 逐双

原夜こ塩郎匁宛追加 して 同一操作と芦返 しで 。

§ � 痣 果
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＼1 ) 丈体に秒て 、 ボ
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塩 7J嘩—く存 リ 、 案熟の国数が撰返されて 惹熟液が｀澤 く 京 つ ても製品の 煮上 リ がり渾的l二惹く 京る季

はみ辺し京か つ方 。

名合のか束中の含有雪 惹醗浜の魚体中へ 1)痙近雲魚体の索煎I二よ弓脱水璽とそれが煮籾辰来;t:祗

直す弓 程度の 笈化 と淡＊中の若�1= .i:::�京化 との tt敗及び園味液さ索熙に用ひ方ときの衷化 につき更
1ご研究を加え方L I ,

4-2. 




